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研究成果の概要（和文）：研究１「性被害の実態調査と被害児への支援実践」では、児童養護施設入所児童を対象とし
たトラウマ症状とストレス対処法の調査を実施し、性暴力のトラウマ体験を有する児童に対するTF-CBTの構成要素をふ
まえた心理教育プログラムの実施後の評価を行い、介入の効果を検討した。また、米国でTF-CBTの開発者らへのヒアリ
ングと情報収集を行った。研究２「性加害児への治療教育の実践と効果評価」については、3年間にわたって公立の支
援学校と高等学校の協力を得て、学校ベースドの指導案と教材等を開発した。これらの成果は、研究３「性暴力に関す
る心理教育ツールの開発」として、心理教育用リーフレットや報告書としてまとめられた。

研究成果の概要（英文）：In Study 1, "The survey and support practices for children who had taken sexual 
abuse and assault", was conducted a survey of trauma symptoms and stress coping for children after 
implementation of psychological education program based on the components of TF-CBT. Also, I went 
hearings the developers of TF-CBT in the United States. Study 2 for the "The practice and effect 
evaluation of treatment education to student who has sexual problematic behavior" is, with the 
cooperation of support school and high school over the three years, had developed some teaching plans and 
teaching materials of school-based. Study 3 "The development of psychological education tools for sexual 
violence", was put together as a psychological educational leaflets and reports.
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１．研究開始当初の背景 
性虐待や性暴力・犯罪に関する問題は、近

年、児童虐待の防止等に関する法律の改正や
犯罪被害者等基本法の制定などの社会的な
動きを背景に、被害児童の保護件数の増加や、
メディア報道に対する関心の高まり、さらに
被害者自身による申し立てや手記等の発信
などによって、その実態と深刻さが顕在化し
つつある。また、学校内や登下校中での子ど
もの性被害は、学校危機としても認識される
ようになり、その効果的な予防と介入などの
危機対応が求められている。 
こうした社会的背景から、性暴力に対する

取り組みは社会的ニーズが高いといえるが、
学術的にみると、子どもの性被害の実態につ
いては大規模な調査が少なく、ケアを提供す
る社会的リソースも少ない現状がある。また、
学校内や児童福祉施設等における子ども同
士の被害－加害とその連鎖に関する問題は、
重大かつ対応の困難な事例として報告され
ている。 
性的な外傷体験は、子どもの発達に長期的

な影響を及ぼす可能性が高いことから、早期
発見と初期対応が重要である。被害を受けた
子どもは、不安や混乱、怒り、無力感などか
ら、不安定で強迫的な性的言動を見せたり、
被害場面の再演をしたりすることがあるが、
こうした性的な行動化は、子どもが再被害を
受けるリスクを高めたり、他者への性加害に
至ることもある。このような性暴力の被害－
加害のつながりを断つためにも、早期のケア
と教育的介入が必要である。 
欧米を中心に、子どものトラウマに焦点を

あてた心理療法や性加害を含む性問題行動
に対する治療教育プログラムが開発され、実
証性が確認されている。それらの内容につい
て、日本での適用を検討することが求められ
ている。  
被害および加害側の双方の子どもへの支

援では、子どものみならず保護者や教職員等
への心理教育も不可欠である。よりよいペア
レンティングと適切な環境調整は、子どもの
回復を促し、問題行動を抑制するうえで重要
な要因である。よって、本研究では、被害児
童と加害児童の双方へアプローチすると同
時に、それらの実践をふまえ、諸外国での取
組みや資料を基に保護者や教職員のための
支援用マテリアルの開発を行うこととした。 

 
２．研究の目的 
本研究では、児童・青年期の子どもの性暴

力被害と性問題行動への有効な介入につい
て検討することが目的であり、以下の 3 つの
テーマの研究を行った。 
【研究 1】性被害の実態調査と被害児への支

援実践 
【研究 2】性加害児への治療教育の実践と効

果評価 
【研究 3】性暴力に関する心理教育ツールの

開発 

 
３．研究の方法 
 3 つのテーマの研究において用いた調査手
法は、以下のとおりであった。 
【研究 1】平成 24 年度から 26 年度の 3 年間
において 3回にわたり、児童自立支援施設の
入所児童（主に中学生女子：のべ 74 名）を
対象とした被害状況に関する調査を行い、5
回の心理教育プログラムの評価を実施した。
また、虐待や性暴力によるトラウマへの治療
として実証性の高い TF-CBT（トラウマフォー
カスト認知行動療法）の開発者らからの指
導・研修を受け、現地（米国）で収集した資
料の翻訳等を行った。 

【研究 2】公立の高等支援学校と高等学校の
2 校と連携し、性加害を含む性問題行動のあ
る生徒に対する治療教育の指導案を検討し
た。海外（英国、G-map）での治療モデルの
視察・研修を受け、現地で収集した資料を翻
訳し、教職員を対象とした研修で活用した。
生徒への治療教育及び教職員研修の実施に
あたっては、研究協力校において性に関する
検討委員会等の校内体制を構築し、定期的な
勉強会と校内研修を行い、学校での支援内容
の検討を行った。協力校とともに開発した指
導・支援用の教材は、報告書及び学校ホーム
ページにて公開した。 

【研究 3】児童・青年期の性的虐待や性暴力
に関する支援や対応を行っている実践家（児
童相談所職員、相談機関の臨床心理士、性暴
力に関する研究者等）とのネットワーキング
（「子どもの性の健康研究会」）を構築し、各
現場のニーズ把握と実践の共有を図り、海外
資料の翻訳等を行いながら、支援現場で活用
できる心理教育ツールを作成した。また、そ
れらの作成物を公開し、ダウンロードできる
ホームページを運営した。 
 
４．研究成果 
【研究 1】児童自立支援施設の入所児童を対
象とした被害状況調査および心理教育的介
入の実践を行った。3 年間にわたり毎年調査
を行ったところ、女子児童のトラウマ症状は
IES-R（出来事インパクト尺度）の平均値に
おいて、PTSD ハイリスク群（≧25 点）に相
当し、すべての回の調査において強いトラウ
マ症状を有することが確認された（平成 26
年度調査における平均値は38.1点であった）。 
 こうしたトラウマ体験のある子どもへの
効果が実証されているプログラムとして、
TF-CBT（Trauma-Focused Cognitive Behavior 
Therapy；Cohen et al.2006）がある。日本
での適用についても、個別の心理療法の実践
と有効性が確認され（亀岡･野坂ら、2013）、
本調査では TF-CBT の主要構成要素を反映さ
せた5回のグループワークを開発･実施した。
5 回のグループワークの内容は下記の通りで
あった。 



表１．被害児童を対象としたプログラム構成 

1 導入、コミュニケーションのタイプ 
2 感情の学習と表出、リラクセーション 
3 思考―感情―行動のつながり 
4 非機能的な思考、認知的コーピング 
5 アサーション、アファメーション 

 短期的な介入であり、TF-CBT の核となる構
成要素であるナラティブづくりを含まない
ものであるため、プログラムの目標はトラウ
マ症状の軽減ではなく自覚化にある。施設内
での生活スキルを向上させ、感情･認知･行動
の各側面におけるコーピング力を高めるこ
とが目指された。結果、ストレスコーピング
尺度（三浦ら、1996）の「サポート希求」と
「積極的対処」が向上し（10％有意水準）、
他児との意見や感情の共有体験に対する肯
定的な評価が得られた。 

【研究 2】性加害児への治療教育の実践と介
入効果の評価を実施した。平成 21 年度～23
年度の科研調査からの継続研究であり、口頭
支援学校と高等学校の協力を得て、性問題行
動を有する生徒への支援･指導のための校内
体制づくりを行い、定期的な事例検討会と教
職員研修等を実施した。平成 24 年度は、感
情の発達に焦点をあてた教育のあり方を検
討し、集団保健指導において 15 の指導案を
作成した。平成 25 年度は、「課題となる性行
動のある生徒への指導・支援のための教材」
の手引きと学習シートを開発し、5 領域（①
自己理解・生活管理をすすめる学習、②気持
ちの学習、③認知についての学習、④境界
線・タッチについての学習、⑤性に関する基
礎知識についての学習）において各目標と方
法、実践例を提示した。最終年度である平成
26 年度は、問題別の 5領域（①こころ編、②
からだ編、③境界線編、④スマホ・性情報編、
⑤デート DV 編）の計 42枚の学習シートを開
発した。 
また、生徒への包括的な支援や指導に対す

る教職員の準備性を高めることを目的に、被
害者支援を専門とする NPO 団体と中退予防・
中退後の支援を行う NPO 団体、また支援学校
卒業後に地域で性教育を行う民間団体の職
員らを講師に招き、情報交換及び共有を図っ
た。さらに、英国での専門治療施設の視察及
び資料収集を行い、翻訳した資料等を学校に
おいて活用した。 
同研究における海外視察および情報収集

では、イギリス・マンチェスターにある
「 G-Map （ Greater-Manchester Adolescent 
Project）」を訪問し、性問題行動のある思春
期の子どもへの専門的介入のあり方等につ
いて調査した。調査概要は下記の通りである。 
G-Map は、1988 年から活動開始し、マンチ

ェスター市を中心に活動してきたが現在は
広域を対象にしている。心理学、看護学、保
護観察、少年司法、ソーシャルワーク、児童
心理など、非常に学際的なスタッフからなり、

セラピー／ソーシャルワークを行うのは7名、
事務スタッフ等 4 名の計 11 名である。行政
（児童相談所のような機関が主、まれに裁判
所）からの紹介された性問題行動のある少年
（7～18 歳）に対して、包括的アセスメント
とプログラム（個別、グループ、家族、コン
サルテーション等）の実施を行う。障がいの
ある少年には、介入期間が長くなるため 18
歳以上も対応している。スペクトラム･アプ
ローチ（低レベルから高レベルのニーズに対
応）をとっているが、予算の関係で、ほとん
どが高レベルのニーズのある少年が紹介さ
れてくる。複雑な背景や問題をもつ少年が多
い。4 ヶ月間でアセスメント（プログラムの
実施と併行）を実施し、レポートを作成。プ
ログラム期間は、約 6ヵ月半（16 週～26 週）
で、平均は 18 ヶ月である。介入にかかる費
用は、全額、少年を管轄する行政が負担。ひ
とりにつき、週に約10万円とのことだった。 
この 6年間で 100名以上の高リスク少年の

治療を行い、再犯率は 7.5％である。G-map
の介入アプローチでは、Good Lives Model（グ
ッドライフモデル、以下 GLM）を採用。GLM
は 2002年にトニー･ワード氏によって紹介さ
れた「犯罪からの離脱モデル」であり、ポジ
ティブ心理学を背景とした犯罪行為から抜
け出すための前向きな動機づけを高めるア
プローチである。GLM では、人はだれでも基
本的ニーズをもっており、真に求めるニーズ
を適切な方法で満たすことでグッドライフ
を選択できると考えている。従来の「再犯防
止モデル（Relapse Prevention; RP）」は、
回避･禁止を中心とする方法であったのに対
し、GLM はよりよい方法に接近することを促
す。GLM は、治療教育の骨子である「RNR
（Risk-Need- Responsivity, リスクーニー
ズー反応性モデル）」との両輪で活用するこ
とで効果をもたらす。GLM では、個人のスト
レングス（強み）を重視している。青少年の
ための GLM は、成人向けの GLM における 11
のニーズをわかりやすく、次の 8つのニーズ
にまとめなおしたものである。 
＜G-map の 8つの基本的ニーズ＞ 
①情緒的健康、②身体的健康、③性的健康、

④楽しみ、⑤達成、⑥自分という人間である
こと、⑦目的をもち、よりよくなる、⑧人生
で人とつながる 
調査から、GLM は現在、性加害行動のある

少年だけではなく被害者への適用も検討さ
れており、日本においても被害-加害双方へ
の支援的枠組みとしての有用性があるので
はないかと考えられた。今後の実践及び介入
研究で、その検証を行うことが課題である。 
 
【研究 3】上記研究１と 2 における取組みの
成果は、『平成 24 年～26年度 非行の再発防
止に向けて～行動変容のための心理教育グ
ループプログラム報告書』、きょうだい間性
暴力が起きた家庭の保護者に対する心理教
育用リーフレット『どうしたらいいの？ ～



きょうだい間の性暴力を知ったとき～』（「子
どもの性の健康研究会」ホームページサイト
にて公開）、『平成 24 年～26 年度 思春期に
おけるさまざまな課題のある生徒への健康
教育と生徒指導報告書Ⅰ～Ⅲ』としてまとめ、
具体的なプログラム内容や教材等を掲載し、
児童福祉および教育現場に還元した。 
 
【総括】性暴力の被害-加害双方に着目した
ことで、被害後のケアが不十分なことによる
非行や性加害などの行動化という「被害から
加害への連鎖」の問題を取り上げ、性被害と
性加害のそれぞれの治療教育のあり方を検
討できた。被害児童を対象とする TF-CBT の
構成要素は、現在、加害児童向けの治療教育
ガイドラインである「Pathways」等にも導入
されており、一方、性犯罪や性問題行動のあ
る青年のために開発された「グッドライフ・
モデル」は、今後、被害者支援にも応用され
ることが英国の支援組織（G-map）での聞き
取り調査から明らかとなった。つまり、被害
-加害双方への治療教育の内容は、統合され
つつあり、今後、問題行動の背景にあるトラ
ウマに着目したトラウマフォーカストな支
援が求められることが示唆された（研究 1及
び 2より）。 
 本研究ではまた、被害-加害双方への支援
実践により、家庭内でのきょうだい間性暴力
に対する支援ニーズが高いことが示された
ことから（研究 1 及び 2 より）、きょうだい
間性暴力が起きた家庭の保護者に対する心
理教育用リーフレット『どうしたらいいの？ 
～きょうだい間の性暴力を知ったとき～』を
開発し、ホームページで公開した（研究 3）。
本リーフレットには、家庭内で性暴力が起き
たことを知った保護者の心情と問題への関
与の促し、被害を受けた子どもへのケアの基
本、加害をした子どもへの対応と家庭内のガ
イドラインの説明、保護者のセルフケアの項
目が盛り込まれている。 
 さらに、性加害を含む性問題行動のある生
徒への学校での支援体制と指導・支援のため
の教材開発について、平成 24 年度から平成
26 年度までの毎年度『思春期におけるさまざ
まな課題のある生徒への健康教育と生徒指
導報告書Ⅰ～Ⅲ』を作成し、具体的な教材等
を掲載した。 

【今後の課題】いずれの実践も試行的な要素
が大きく、今後さらに継続し、長期的な効果
をみていく必要がある。また、性暴力の被害
―加害いずれにおいてもアセスメントが不
可欠であるが、専門的な臨床現場と異なり、
学校現場においては一般教職員が実施可能
な利便性の高いアセスメントツールの開発
が求められる。本研究で採用した「グッドラ
イフ･モデル」は国際的にみても新しいアプ
ローチであり、それによる効果評価の方法の
検討も必要である。 
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